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探

究

の

年

に

目
的
別
の

主
な
予
算

一施
政
方
針

生
産
倍
増
で

経
済
の
活
性
化
を
図
る



1昭和59年度一般会計予算

(3)広 報 ιチろ

11億1千万円
“

交

付

税

は

前
年
比
６
．
３
％
の
伸
び

国

の
交

付

税

総

額

の
実

質

減

額

、

千

百

九

十

万

九

千

円

、

特

別

交

付

と

の
格

差

是

正

と

民

生

の
安

定

を

三

万

一
千

円

。

▽
保

健

衛

生

総

務

六

千

円
。

▽
清

掃

総

務

費

五

百

四

千

円

（
西

北

五

衛

生

処

理

組

合

負

□

商

工
費

　

一
億

七

百

三

十

一
万

三

千

円
。

▽
商

工
総

務

費

三

百

八

万

七

千

円

（
湖

畔

清

掃

委

託

料

十

（
中

島

公

園

施

設

整

備

計

画

委

託

道

橋

等

公

園

整

備

工

事

費

九

千

七

□

労

働

費

で

は

、

失

業

率

二

・
六

態

を

は
握

す

る

と

と

も

に
出

稼

ぎ

□

土

木

管

理

費

　

一
千

八

百

六

十

五

万

三

千

円

、

▽
道

路

維

持

費

一

千

九

百

十

万

一
千

円

（
道

路

補

修

、

側

溝

補

修

工

事

百

万

円

、

砂

利

道

十

万

円

）

▽
道

路

新

設

改

良

費

五

千

九

百

八

十

五

万

三

千

円

（
山

村

広

場

幹

線

改

良

工

事

、

吉

野

線

舗

装

工

事

等

四

千

九

百

四

十

万

円

、

千

円

、

▽

公

営

住

宅

建

設

費

一
千

六

百

七

十

二

万

円

（
公

営

住

宅

建

設

二

戸

、

建

設

敷

地

購

入

四

百

七

算

委

託

料

五

百

三

十

万

円

）

千

円

、

特

養

ホ

ー

ム
等

負

担

金

補

八

万

一
千

円
。

▽
児

童

福

祉

総

務

相

内

保

育

所

費

三

千

四

百

十

九

万

七

千

円

。

▽
脇

元

保

育

所

費

一
千
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総

務

費

三

千

三

百

一
万

三

千

円

（

事

業

特

別

会

計

繰

出

金

四

百

八

十

六

万

八

千

円

）

▽
地

域

農

政

推

進

円

）

▽
畑

作

振

興

費

三

百

九

十

三

万

五

千

円

（
野

菜

産

地

開

発

育

成

事

業

補

助

金

五

十

二

万

二

千

円

、

金

六

十

三

万

五

千

円

）

▽
新

地

域

能

率

農

業

生

産

組

織

育

成

事

業

補

稲

作

振

興

費

五

十

二

万

五

千

円

ロ

▽
水

田
利

用

再

編

対

策

費

一
千

百

四

万

四

千

円

（
水

田

飼

料

作

物

作

千
円
。
▽
水
産
総
務
費
六
十
四
万

事

務

組

合

負

担

金

五

百

八

十

五

万

□
教
育
総
務
費
　
一二
千
六
百
十
六

千

円

。

▽
学

校

管

理

費

一
千

三

百

九

千

円

。

▽
学

校

管

理

費

二

百

三

万

円
。

▽
社

会

教

育

総

務

費

三

百

一
万

七

千

円

、

▽
保

建

体

育

総

務

大

会

補

助

金

二

十

万

円

）

▽
学

校

学

校

保

健

管

理

費

九

十

五

万

三

千

円

（
耳

鼻

咽

喉

科

検
査

、

尿

検

査

グラフで見 る当初 予算
一 いつもよいひとづくリー

一般会計 1,410,000千 円



繰
入
金
等
で
や
り
く
り

保
険
税
は
微
増
に
押
え
る

総

額

は

一
億

九

千

三

百

二

十

一
万

九

千

円

、

直

営

診

療

施

設

勘

定

の

歳

入

歳

出

予

算

の
総

額

は

そ

れ

ぞ

事

業

勘

定

で

は

、

前

年

度

当

初

民

健

康

保

険

税

の
収

入

額

が

現

年

三

百

十

四

万

三

千

円

を

計

上

し

て

金

が

二

ｒ

増

し

か

見

込

め

な

い
た

め

、

繰

入

金

や

財

政

調

整

基

金

等

劇

Ｕ

歳

出

で

は

、

総

務

費

が

二

千

三

主
な
理
由
と
し
て
は
、
人
件
費

物
件
費
が
九
十

一
万

一
千
円
の
増

比
較
す
る
と
、
療
養
給
付
費
及
び

り
、
十
七
甘
の
伸
び
率
と
な
っ
て

胡
Ｕ

直
営
診
療
所
の
予
算
は
、　
一
億

手
数
料
二
十
五
万
円
、
事
業
勘
定

人
三
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て

年
度
は
診
療
所
本
来
の
経
営
努
力

は
科
目
設
定
に
と
ど
め
る
こ
と
に

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
六
千
六

人
件
費
が
五
千
五
百
三
十
万

一
千

円
で
、
総
務
費
の
八
十
三

・
四
軒

代
、
そ
の
他
の
経
費
が
含
ま
れ
て

施
設
整
備
費
は
、
修
繕
料
、
工

計
上
し
て
い
ま
す
。

元

浄

水

場

の
施

設

が
老

朽

化

し

、

管

理

費

の
節

減

を

は

か

る

た

め

に

、

本

年

度

か

ら

二

ヵ
年

継

続

事

業

で

改

良

工
事

に
着

手

し

、

そ

の
所

要

経

費

と

し

て

五

千

百

四

十

万

円

計

上

し

て

い
ま

す

。

り

被

災

し

た

羽

黒

橋

が
本

年

度

復

一
万

四

千

円

を

計

上

し

ま

し

た
。

簡

易

水

道

特

別

会

計

は

、

独

立

採

算

制

が

建

前

で
す

が
諸

情

勢

に

よ

り

給

水

料

金

の
値

上

げ

も

で
き

め

一
般

会

計

よ

り

二

千

九

百

万

円

を

繰

り

入

れ

し

て

い
ま

す

が

、

今

後

も

給

水

普

及

率

の
向

上

と
管

理

経

費

の
節

減

に
努

力

す

る

こ
と

に

醐
∪

老

人

保

健

法

に
よ

る

対

象

被

保

険

者

は

、

七

十

歳

以

上

の
老

人

と

六

十

五

歳

以

上

七

十

歳

未

満

の
ね

老

人

保

健

特

別

会

計

の
歳

入

歳

出

の
総

額

は

、

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

億

一
千

五

十

五

万

円

の
七

割

（
七

千

七

百

三

十

八

万

五

千

円

）

が
社

会

保

険

支

払

基

金

か

ら

交

付

さ

れ

、

三
割

の

二

千

三

百

十

一
万

円

が

国

庫

支

出

金

と

し

て
交

付

さ

れ

ま

す

。

七

千

円

）

ず

つ
負

担

す

る

こ
と

に

歳

出

に

つ

い
て

は

、

対

象

受

給

者

を

前

年

度

並

み

に

三

百

三

十

二

人

を

見

込

ん

で

お

り

、

受

給

者

一

三

千

円

と

し

て

い
ま

す

。

年
度
の
は
し
ま
り
で
す
。

村
の
財
政
事
情
を
理
解
し

提
案
理
由
の
概
要
と
目
的
別

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
状

況
を
特
集
し
ま
し
た
。

目
的
別
項
目
に
掲
載
し
た

顔
写
真
は
、
村
内
各
保
育
所

の
子
供
た
ち
で
す
。

一 一・
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、
歳
入



プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う

新
入
学
児
童

ヘ

黄
色
の
雨
傘

―

十
三
工
業
の
高
橋
さ
ん

―

広報ιチろ(6)

鰺

しうらを語ろう

弘 前 に

「ふるさと会」を結成

ふ

る

さ

と

を

思

う

心

だ
か

52-



公
燃

(7)広 報ιチろ

一
大

観

光

地

へ
の
夢

が

ふ

く

ら

む 歩
み
は
じ
．め
た
●

，
中
島
観
光
開
発

十

三

湖

中

島

遊

歩

道

橋

は

、

重

機

橋

が

完

成

す

る

と

、

約

十

町

歩

用
じ

醐
∪

ま
た
、
中
島
に
は
安
東

一
族
ゆ

０
と
こ
と

地
域
性
を

生
か
し
た
観
光

し
、
ぜ
ひ
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い

近 藤 昌 浩
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異

常

低

温

に

よ

る

農

作

物

の
被

の
子

供

の
文

字

の
特

徴

の
あ

る

文

お
と
う

さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん

ヘ

口叩
川
　
　
郁
さ
ん

出
稼
ぎ
文
集
は
、
三
月
に
発
刊
さ

れ
た
も
の
で
、
郁
さ
ん
は

一
年
生

竹
範
＜
ん
は
五
年
生
の
時
の
作
品

で
す
。

停

電

』̈　一一一一一一一一̈一一一̈

と

つ
ぜ

ん

、

ま

わ

り

が

ま

っ
暗

に



(9)広 報ιチろ

村
内
小

・
中
学
校
で
入
学
式

下:I章
賃壷私蕊窮ふ阜だ裏思息會:で

】̈̈
一『̈̈
一̈一一‐二‐本［　　』『一一一一̈̈
¨̈一一』　　　・ミ　・一　〔□〕ｍ剛〕

-203年 生で16人 一

教

職

員

の
標

準

に
関

す

る
法

律

）
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あ
な
た
の
役
場
で
す

四
月

一
日

付

け

で
、

役

場

職

員

の
人

事

異

動
が

発

令

さ

れ

ま

し

た

が

、

行

政

機
構

が

ど

う

な

っ
て

、
各

課

の
職

員

が

ど

ん
な

仕

事

を

し

て

い
る

か

、

そ

の
主

な

事

務

分
担

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

仕
事

に

つ
い
て

の
相

談

、

要
望

、

意

見

、

わ

か

ら

な

い
点

な

ど

た

く

さ

ん

あ

る
と

思

い
ま
す

が

、

気

軽

に
相

談

し

て
く

だ

さ

い
。

（
電

話

に

つ

い
て

は

各

課

の
内

線

を

ご
利

用

く

だ

さ

い
。）

をしています
役場の電話は

62-21‖ 番
1曜1理事 鷲1111皓 |■1儲17J聰孵

奉要詐【螢働「分爆箸福星T裸響

鯛
宮

所  62-3163

磯1豪1著

母冊優時

>脇元保育所 62-2344

蠍 1曜幣

>民生課内線 (34・ 35・ 36番 )

鉤 :

詰塁書誓禁撃
穆サ菫臀違簿奎整

嘴

宮
電

織

は

、

役

場

職

員

の
た

め

の
も

住

民

と

地

域

全

体

の
安

全

と

健

康

、

福

祉

な

ど

、

人

間

の
幸

い
う

使

命

を

持

っ
て

い
ま

す

。

一
つ

の
事

業

を

起

こ
し

、

行

政

を

進

め

て

い
く

課

程

の
中

で

民

意

識

の
違

い
や

、

価

値

感

の

て

く

る

の
も

事

実

で
あ

り

ま

す

。

村

で

は

事

務

処

理

の
合

理

化

と

人

事

管

理

の
適

正

化

に
努

め

場

を

尊

重

し

あ

え

る
行

政

を

進

行

政

に
住

民

の
声

を

―

。

あ

気軽においで ください 。窓口風景

縦 1梅 ¥1謹彎1識|ゴi謝]ll撮燿

>企画財政 課 内線 (32・ 26番 )

>総務課 内線 (25・ 31・四番)

師 1店 ミi‐■■●■彙lti#

讐i詳書』望倉違滑響理含瑚最

1][曹
」雇

'そ

携電轟駐省奪畠

緯 魏 1‐輔軸副難



こんな仕事 |

村

長

一二
重

　

貢

　

助

役

工
藤
誠

一
郎

教
育
長

柏

谷

秀

一

il収 1藉禽書鬱自
社 監餞 脚 権 区

レ教育委員会 62-3751-3016

絆
”昼
』
〔

>十三保育所 62-2038

主||■毎■■仕||■響|

旦l徳 衛 1鰈
委員箸 務

レ診療所   62-2∞ 9

主 |■を1111仕|■ |1転

>経済課 内線 07・ 38・ 39番 )

JI精竜 1撻亀1神

レ出納室内線 (28・ 29。 40番 )

ξ卜1総|■ il春1響

聾
俗
肪

れ,氏 1嘉 圭|■11を 1■1仕 ||1書

>育成センター 62-2072

師

三和′、
都

奈良′、
士

鋤

厳

鰤
田
析

発
儀
隆

時
略
浦
本

>農 業委員会内線 (37番 )

レ建設課内線 (46・ 50番 )

轟 1蹂1諸

霊晏哀:里掌貸寵糞窮
委員会、用
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>63く

｀ヽ
こ‐́
、燿

遺

　

物

０
青
銅
製
飾
金
具
片

（
あ
る

い

破
片

　

一
占
　̈
日
吉
社
拝
殿

②
鉄
製
釘
残
片

（
頭
部
残
片

）

０
青
磁
製
陶
片

（
緋
亀
井、
計
に

破
片

）

一一西
一　
日
吉
社
拝

０
壺
陶
片
　
一一百
一　
日
吉
社
本

国
浅
鉢
型
陶
器
破
片
　
一
点

前
同
様
場
所

鰯
陶
製
大
妻
破
片
　
一
百

　̈
前

０
甕
破
片
　

一
占
一　
前
同
様
場

Ｑ
陶
片
甕
　
一
占
一　
寺
院
跡

０
焼
木
片
、
炭
化
木
片
　
若
千

寺
院
跡

時
代
を
決
め
る
遺
物

こ
れ
ら
の
遺
物
中
、
０
の
鉄

そ
の
他
の
遺
物
は
鎌
倉
中
期

院
が
こ
の
時
代
の
建
造
物
で
あ

る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

ど
ん
な
焼
き
物

ｍ
の
金
具
は
拝
殿
に
使
用
し

法

だ

そ

う

で
中

世

中

期

か

ら

後

器

類

の
破

片

で

、

０

は
青

磁

製

も

の
ら

し

い
で
す

。

鎌

倉

末

期

か

ら

南

北

朝

期

の
も

の
。

０

は

中

世

の
常

滑

焼

、

０

は

中

世

の

能

登

珠

洲

焼

で

、

０

の
壺

に

同

鎮

壇

具

と

し

て
使

用

さ

れ

た

も

の

で
し

ょ
う

。

鎌

倉

中

末

期

か

安

東

水

軍

に

よ

っ
て

運

搬

さ

れ

た

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

安

東

船

が

日
本

海

を

自

由

に
交

易

航

な

焼

き

物

ば

か

り

使

用

さ

れ

て

い
て

た

の
も

し

く

感

し

ら

れ

ま

法

燈

の
道

を

オ

セ
ド

ヘ
と

運

津
軽
の
こ
と
わ
ざ
　
⑦

ね

ご

着

て
背

中

　

ね

ご

は

以

前

寝

具

の
代

わ

り

に

用

い
た
。

十

三

潟

で

と

れ

、

俗

に

十

三

ね

ご

と

呼

猫

に

か

つ
節

　

好

物

を

そ

ば

に

お

い
て

は

油

断

が

な

ら

ぬ

た

と

え
。

あ

や

ま

ち

を

起

こ
し

や
す

い
状

況

猫

に
魚

の
番

さ

せ

る
　

猫

に

か

猫

の
居

る

の

は

屋

根

の
上

、

鳥

猫

の
手

サ

餅

　

不

器

用

な

こ
と

と
猫

わ

額

も

三
度

、

通

ら

な

い
街

道

も

七

度

　

似

た

よ
う

な

猫

の
顔

七

度

も

通

れ

ば

よ

く

わ

か

る

と

い

猫

の
目

玉

ど

秋

の
空

　

変

わ

り

や

す

い

こ

と

の

た

と

え
。
⌒
参

考

＝

女

心

と

秋

の
空

）

猫

追

る

よ

り

皿
隠

せ
　

猫

を

う

っ
た

皿

を

か

く

せ

と

い
う

意

。

ね
ず

み

捕

ら

ぬ

猫

　

役

に

立

た

７^一′βγ
ｏ

嗜
脅
球
ゎ

遺
物
は
不
足
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お母さん忘れないでネ

乳幼児健康診断

発行しています

図書館の共通利用券

水銀汚染防止
ボタン型電池は回収 します

曇浦誕]唇f繁吉が
きまりました

広
報

ロ

親
し
み
や
す
い

図
書
室
に

昨
年
６
月
、
富
山
県
か
ら
嫁
い

し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
無
知
の
状
態

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
図
書
室

図
書
室
で
村
の
子
供
た
ち
や
お

り
』
の
発
行
、
紙
芝
居
等
を
通
し

て
、
図
書
室
が
村
民
に
親
し
み
や

す
い
も
の
に
な
れ
ば
嬉
し
い
の
で

今
後
も
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん

と
共
に
、

「
紙
芝
居
」
や

「親
子

で
読
書
の
会
」
を
、
定
期
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を

り
ま
せ
ん
か
。

協
力
し
て
図
書
室
を
盛
り
上
げ

て
い
く
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。



広報ιチ41141

こ
と
し
は
、
村
の
健
康
診
断
の

報
を
お
伝
え
し
て
い
く
予
定
で
す
。

の
死
因
の
ま
と
め
か
ら
、
村
で
は

死
因
の
二
位
は
不
慮
の
事
故
、
三

』報い離雌律】くっな̈
権螂だ

で
、
安
楽
に
成
仏
し
た
い

手
ご
た
え
あ
る

住
民
の

派
遣
保
健
婦

死
因
の

一
位
は
ガ

ン

⌒耐原　韓弓
一向　け一

⌒動時み秘一
一響　郵一

⌒帥剛真蘭御
一卦　一一一

⌒囃印谷籠辞
一雌　劃一

⌒′‐ヽ南嶋　紅無
一制海業一

轟
ｒ
襲
（嘲
淵
）

⌒崎椰　］『
一絲　］一

⌒〓蘭紀極秘
一鰤　納一

⌒朝卸千雛“
一計　に一

⌒議］　』一
一麻　一〔一

蕊躙幽闘翻晰鶉躙Ψ

三
上
　
佐
市

（脇
　
一九
）
８２
歳

大
田
　
き
よ

（磯
　
松
）
６４
歳

葛
西
　
そ
よ

（脇
　
一九
）
９．
歳

三
浦
　
直
吉

（相
　
内
）
８．
歳

多

い

の

で
、

不

慮

の
事

故

が

上

位

　

　

る

よ

う

に

、

食

生

活

は

医

に

入

り

ま

し

た

が

、

例

年

だ

と

心

　

　

学

に
通

し

て

い
る

こ

と

を

自

分

の
死

に
際

な

ど

、

誰

も

想

　

　

　

　

　

駐

在

保

健

婦

　

鎌

田

明

美

反
応
を
期
待

野
　
宮
　
［昌
　
子

不
慣
れ
な
地
域

へ
の
不
安
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
、
頭
の
中
を

は

私

の
心

を

な

ご

ま

せ

、

快

適

な

安

心

感

と

、

頑

張

ら

な

け

れ

ば

′

当

時

の
不

安

も

徐

々

に
消

え

つ

つ

住

民

に
行

き

届

い
た

行

政

サ

ー

″
健
康
は
セ
ル
フ
″
で
―
。
自
分

ト

ー

に

、

住

民

の
健

康

管

理

と

、

保

健

指

導

に
心

が
け

た

い
と
思

っ

そ

の
た

め

に

は

、

や

は

り

地

域

な

方

向

オ

ン
チ

の
私

に

と

っ
て

、

』叫］　お誕生

三
橋
　
正
拓

（磯
　
松
）

清

神
嶋
紗
綾
華

⌒相
内
）
真
佐
実

小
寺
由
希
子

（十
　
一こ

光
明

本
荘
　
和
也

（十
　
一こ
　
博

奈
良
　
智
博

⌒大
　
田
）
清
勝

［″「　ご結婚

死因順位でみた死因別死亡数

聰|ミ
「臭量i 1剛 : 祓

一薄
儀 辮

一臨
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 l′∩ 爵珠秋田

曾ξ考ぎてtW)三 爵
山
馨量

『
慰戦大識ガ :整 ●

`里


